
(57)【要約】

【課題】　送信装置の出力信号が高速でも所望量のジッ

タを含む信号を入力する受信装置のテストを簡易に行え

る組合せ試験方法の提供。

【解決手段】　ＰＬＬ回路１０７はジッタ発生マクロ１

０１よりジッタが印加された基準クロック信号を入力し

、３２逓倍した逓倍クロック信号を生成する。シリアラ

イザ１０５は、ＰＬＬ回路１０７が生成する逓倍クロッ

ク信号に同期しパターン発生部１０２からのテストパタ

ーンをシリアル変換したシリアルデータを出力する。デ

シリアライザ１０６は、シリアルデータからパラレルデ

ータを再生する。当該逓倍クロック信号には基準クロッ

ク信号に印加されたジッタが重畳されているためデシリ

アライザ１０６に入力されるシリアルデータには所定量

のジッタを超える量のジッタが重畳されている。パター

ン比較部１０３はデシアライザ１０６が正しくテストパ

ターンを再生できたか判定する。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 周 波 数 を 有 す る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 を 入 力 し 前 記 第 １ の 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ の 周
波 数 を 有 す る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 第 １ 形 式 の デ ー タ を 第 ２ 形 式 の
デ ー タ に 変 換 し 、 該 第 ２ 形 式 の デ ー タ を 前 記 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る デ ー タ
変 換 部 と を 有 す る 送 信 装 置 、 及 び 、 前 記 第 ２ 形 式 の デ ー タ を 受 信 し 、 該 受 信 し た 第 ２ 形 式
の デ ー タ か ら 前 記 第 １ 形 式 の デ ー タ を 再 生 す る デ ー タ 再 生 部 を 有 す る 受 信 装 置 を 組 合 せ 試
験 す る 試 験 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 に 所 定 量 の ジ ッ タ を 印 加 し て 前 記 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 入 力 し 、
　 前 記 送 信 装 置 に 入 力 す る 第 １ 形 式 の デ ー タ と 、 前 記 受 信 装 置 で 再 生 さ れ た 第 １ 形 式 の デ
ー タ と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 組 合 せ 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 所 定 量 の ジ ッ タ を 印 加 す る 頻 度 を 、 複 数 の 頻 度 の 内 か ら 選 択 可 能 と し た 、 請 求 項 １
に 記 載 の 組 合 せ 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 形 式 の デ ー タ が パ ラ レ ル デ ー タ で あ り 、 前 記 第 ２ 形 式 の デ ー タ が シ リ ア ル デ ー
タ で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 組 合 せ 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 所 定 量 の ジ ッ タ を 、 前 記 送 信 装 置 の 出 力 に お け る 第 ２ デ ー タ の ジ ッ タ 量 が ０ ． ４ Ｕ
Ｉ 以 上 ０ ． ６ Ｕ Ｉ 以 下 と な る よ う に 選 定 す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 に 記 載 の 組 合 せ 試
験 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 組 合 せ 試 験 が ル ー プ バ ッ ク 試 験 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 に 記 載 の 組 合 せ 試
験 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 周 波 数 を 有 す る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 を 入 力 し 前 記 第 １ の 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ の 周
波 数 を 有 す る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 第 １ 形 式 の デ ー タ を 第 ２ 形 式 の
デ ー タ に 変 換 し 、 該 第 ２ 形 式 の デ ー タ を 前 記 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る デ ー タ
変 換 部 と を 有 す る 送 信 装 置 、 及 び 、 前 記 第 ２ 形 式 の デ ー タ を 受 信 し 、 該 受 信 し た 第 ２ 形 式
の デ ー タ か ら 前 記 第 １ 形 式 の デ ー タ を 再 生 す る デ ー タ 再 生 部 を 有 す る 受 信 装 置 を 組 合 せ 試
験 す る 試 験 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 に 所 定 量 の ジ ッ タ を 印 加 し 、 該 所 定 量 の ジ ッ タ が 印 加 さ れ た 第 １
ク ロ ッ ク 信 号 を 前 記 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 入 力 す る ジ ッ タ 印 加 手 段 と 、
　 前 記 送 信 装 置 に 入 力 す る 第 １ 形 式 の デ ー タ と 、 前 記 受 信 装 置 で 再 生 さ れ た 第 １ 形 式 の デ
ー タ と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 組 合 せ 試 験 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 形 式 の デ ー タ を 、 テ ス ト パ タ ー ン と し て 生 成 す る パ タ ー ン 発 生 器 を 更 に 備 え る
、 請 求 項 ６ に 記 載 の 組 合 せ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ジ ッ タ 印 加 手 段 は 、 複 数 の 頻 度 の 内 か ら 任 意 の 頻 度 を 選 択 し 、 該 選 択 さ れ た 頻 度 で
前 記 所 定 量 の ジ ッ タ を 印 加 す る 、 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 組 合 せ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ジ ッ タ 印 加 手 段 は 、 前 記 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 及 び 該 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 と 相 補 な ク ロ ッ
ク 信 号 を そ れ ぞ れ ゲ ー ト に 入 力 す る 差 動 対 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 差 動 対 ト ラ ン ジ ス タ と 直 列
に 接 続 さ れ 、 周 波 数 が 可 変 に 設 定 さ れ る パ ル ス 列 を ゲ ー ト に 入 力 す る 直 列 ト ラ ン ジ ス タ と
を 備 え る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 組 合 せ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ジ ッ タ 印 加 手 段 が 選 択 す る 頻 度 を 指 定 し 、 該 指 定 し た 頻 度 と 、 前 記 判 定 手 段 に よ っ
て 判 定 さ れ た 結 果 と を 対 応 付 け て 出 力 す る モ ニ タ マ ク ロ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 ８ 又 は ９ に
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記 載 の 組 合 せ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 組 合 せ 試 験 が ル ー プ バ ッ ク 試 験 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 に 記 載 の 組 合 せ 試
験 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て パ ラ レ ル 形 式 の テ ス ト パ タ ー ン を シ リ ア ル 形 式 に 変 換 す る シ リ
ア ラ イ ザ と 、
　 前 記 シ リ ア ラ イ ザ か ら 出 力 さ れ た シ リ ア ル 形 式 の テ ス ト パ タ ー ン を パ ラ レ ル 形 式 に 変 換
す る デ シ リ ア ラ イ ザ と 、
　 前 記 シ リ ア ラ イ ザ に 対 し て 入 力 す る テ ス ト パ タ ー ン と 、 前 記 デ シ リ ア ラ イ ザ か ら 出 力 さ
れ る テ ス ト パ タ ー ン を 比 較 す る 比 較 回 路 と 、
　 前 記 シ リ ア ラ イ ザ に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て ジ ッ タ を 付 加 す る 組 合 せ 試 験 装 置
。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て ジ ッ タ を 付 加 し 、
　 ジ ッ タ が 付 加 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て パ ラ レ ル 形 式 の テ ス ト パ タ ー ン を シ リ ア ル
デ ー タ に 変 換 し 、
　 シ リ ア ル デ ー タ を パ ラ レ ル デ ー タ に 変 換 し 、
　 変 換 さ れ た パ ラ レ ル デ ー タ と 、 前 記 テ ス ト パ タ ー ン を 比 較 す る 組 合 せ 試 験 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 組 合 せ 試 験 方 法 及 び 試 験 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 第 １ 形 式 の デ ー タ を 第
２ 形 式 の デ ー タ に 変 換 す る 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 、 第 ２ 形 式 の デ ー タ か ら 第 １ 形
式 の デ ー タ を 再 生 す る 受 信 装 置 に 入 力 し 、 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ た 信 号 と 、 受 信 装 置 で 再
生 さ れ た 信 号 と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 組 合 せ 試 験 方 法 及 び 試 験 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 半 導 体 装 置 で は 、 デ ー タ の 転 送 速 度 が 高 速 化 し て お り 、 例 え ば 数 Ｇ ｂ ｐ ｓ （ ギ ガ
ビ ッ ト ／ 秒 ） と い っ た 高 い デ ー タ レ ー ト で の 伝 送 が 実 現 さ れ て い る 。 一 般 に 、 パ ラ レ ル 伝
送 で は 、 信 号 間 の ス キ ュ ー 調 整 が 困 難 と な る た め 、 高 速 伝 送 に は 、 シ リ ア ル 伝 送 が 用 い ら
れ る 傾 向 に あ る 。 図 ７ は 、 ２ つ の 半 導 体 装 置 の 間 で 、 パ ラ レ ル デ ー タ を シ リ ア ル 伝 送 に よ
り 伝 送 す る 様 子 に つ い て 示 し て い る 。 半 導 体 装 置 Ａ （ ２ ０ １ ） 及 び 半 導 体 装 置 Ｂ （ ２ ０ ２
） は 、 そ れ ぞ れ 、 伝 送 路 ２ ０ ３ と の イ ン タ フ ェ ー ス 部 分 に 送 受 信 装 置 （ Ｓ ｅ ｒ Ｄ ｅ ｓ ： シ
リ ア ラ イ ザ ・ デ シ リ ア ラ イ ザ ） ２ ０ ４ 及 び ２ ０ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 各 送 受 信 装 置 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ は 、 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ と デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ と を 有 す
る 。 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ は 、 例 え ば 、 ３ １ ２ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ に 対 応 す る デ ー タ レ ー ト で 入 力 さ
れ た ８ ビ ッ ト の パ ラ レ ル デ ー タ を 、 ２ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ に 対 応 す る デ ー タ レ ー ト の シ リ ア ル デ ー
タ に 変 換 し 、 そ の シ リ ア ル デ ー タ を 伝 送 路 ２ ０ ３ に 出 力 す る 。 デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ は 、
伝 送 路 ２ ０ ３ を 介 し て シ リ ア ル デ ー タ を 入 力 し 、 そ の シ リ ア ル デ ー タ を シ リ ア ラ イ ザ ２ １
０ と は 逆 の 規 則 で 変 換 し て 、 ３ １ ２ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ に 対 応 す る デ ー タ レ ー ト の パ ラ レ ル デ ー タ
（ ８ ビ ッ ト ） を 再 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ８ は 、 送 受 信 装 置 ２ ０ ４ （ 又 は ２ ０ ５ ） を ル ー プ バ ッ ク 試 験 す る 際 の 様 子 を 示 し て い
る 。 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ が 出 力 す る シ リ ア ル デ ー タ は 数 Ｇ ｂ ｐ ｓ と い っ た 高 速 で あ る た め
、 シ リ ア ル デ ー タ を 用 い て 、 直 接 に デ ー タ の 良 否 を 評 価 す る こ と は 困 難 で あ る 。 こ の た め
、 通 常 、 送 受 信 装 置 の 機 能 評 価 で は 、 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ と デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ と を 組
み 合 わ せ て 、 同 図 に 示 す よ う に 、 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ が 出 力 す る シ リ ア ル デ ー タ を デ シ リ
ア ラ イ ザ ２ ２ ０ に 入 力 し 、 デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ が デ ー タ を 正 し く 再 生 で き る か 否 か を 試
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験 す る 手 法 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ （ Phase Lock Loop） 回 路 ２ １ １ を 有 し て お り 、 そ の Ｐ
Ｌ Ｌ 回 路 ２ １ １ に は 、 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ が 入 力 さ れ る 。 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ２ １ １ は 、 例 え
ば 、 ７ ８ ． １ ２ ５ Ｍ Ｈ ｚ の 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を ３ ２ 逓 倍 し 、 ２ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ の 逓 倍 ク
ロ ッ ク 信 号 を 発 生 す る 。 パ タ ー ン 発 生 部 ２ ３ １ は 、 ３ １ ２ ． ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ の Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ （ Pseu
do Random Bit Sequence） 信 号 を 発 生 し 、 そ の Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 信 号 を 、 テ ス ト パ タ ー ン と し て シ
リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ に 入 力 す る 。 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ は 、 入 力 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン を シ リ
ア ル デ ー タ に 変 換 し 、 そ の シ リ ア ル デ ー タ を 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ２ １ １ が 発 生 す る ２ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ
の 逓 倍 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ が 出 力 す る シ リ ア ル デ ー タ に は 、 パ ラ レ ル デ ー タ の デ ー タ レ ー ト に
対 応 し た 周 波 数 を 有 す る ク ロ ッ ク 信 号 が 埋 め 込 ま れ て お り 、 デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ は 、 入
力 さ れ た シ リ ア ル デ ー タ か ら 、 Ｃ Ｄ Ｒ （ clock and data recovery） ２ ２ １ に よ っ て 、 そ
の 埋 め 込 ま れ た ク ロ ッ ク 信 号 を 再 生 し つ つ 、 パ ラ レ ル デ ー タ （ テ ス ト パ タ ー ン ） を 再 生 す
る 。 パ タ ー ン 比 較 部 ２ ３ ２ は 、 パ タ ー ン 発 生 部 ２ ３ １ に よ っ て シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ に 入 力
さ れ た テ ス ト パ タ ー ン と 、 デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ に よ っ て 再 生 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン と を
比 較 し 、 両 者 が 一 致 す る と き に は Ｐ ａ ｓ ｓ （ 良 ） と 判 定 し 、 一 致 し な い と き に は Ｆ ａ ｉ ｌ
（ 不 良 ） と 判 定 す る 。 こ の テ ス ト 結 果 は 、 測 定 器 に 入 力 さ れ 、 測 定 器 は 、 テ ス ト 結 果 Ｐ ａ
ｓ ｓ 又 は Ｆ ａ ｉ ｌ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ は 、 そ の 内 部 で 、 除 去 し き れ な い ジ ッ タ と し て 、 ２ ． ５
Ｇ ｂ ｐ ｓ （ 周 期 ４ ０ ０ ｐ ｓ ） の シ リ ア ル デ ー タ に 対 し て 、 ０ ． １ ５ Ｕ Ｉ （ Unit Interval
： デ ー タ 周 期 に 対 す る ジ ッ タ 量 の 割 合 ） （ ６ ０ ｐ ｓ ） 程 度 の ジ ッ タ を 発 生 し て い る 。 こ の
た め 、 上 記 ル ー プ バ ッ ク 試 験 で は 、 デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ は 、 シ リ ア ル デ ー タ に ０ ． １ ５
Ｕ Ｉ の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た 状 態 で 、 パ ラ レ ル デ ー タ を 正 し く 再 生 で き る か 否 か が テ ス ト さ
れ て い る こ と と な る 。 し か し 、 実 際 の 伝 送 路 ２ ０ ３ （ 図 ７ ） で は 、 シ リ ア ル デ ー タ に ０ ．
４ Ｕ Ｉ ～ ０ ． ６ Ｕ Ｉ 程 度 の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ る こ と が あ る 。 こ の た め 、 デ シ リ ア ラ イ ザ ２
２ ０ が 、 ０ ． １ ５ Ｕ Ｉ の ジ ッ タ を 有 す る シ リ ア ル デ ー タ か ら 正 し く パ ラ レ ル デ ー タ を 再 生
で き る か 否 か を テ ス ト す る だ け で は 製 品 テ ス ト と し て は 不 足 で あ り 、 ル ー プ バ ッ ク 試 験 に
お い て 、 シ リ ア ル デ ー タ に ０ ． ４ Ｕ Ｉ ～ ０ ． ６ Ｕ Ｉ 程 度 の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た 状 態 で 、 デ
シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ を テ ス ト し た い と い う 要 求 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ０ ． ４ Ｕ Ｉ ～ ０ ． ６ Ｕ Ｉ 程 度 の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た シ リ ア ル デ ー タ か ら 正 し く パ ラ レ ル
デ ー タ を 再 生 で き る か 否 か を テ ス ト す る た め に は 、 デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ に 入 力 す る シ リ
ア ル デ ー タ に 、 そ の 範 囲 の ジ ッ タ を 印 加 す る 必 要 が あ る 。 従 来 、 送 信 側 か ら 出 力 さ れ る 信
号 に ジ ッ タ を 印 加 す る 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 技 術 が あ る 。 こ の 技 術 で は
、 図 ８ の シ リ ア ラ イ ザ ２ １ ０ か ら デ シ リ ア ラ イ ザ ２ ２ ０ ま で に 相 当 す る 信 号 ラ イ ン に ジ ッ
タ 印 加 部 を 設 け て 、 シ リ ア ル デ ー タ に 直 接 に ジ ッ タ を 印 加 し て い る 。 ま た 、 ジ ッ タ が 重 畳
さ れ た 信 号 を 発 生 さ せ る 別 の 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 技 術 が あ る 。 こ の 技
術 で は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 を 構 成 す る 電 圧 制 御 発 振 器 の 入 力 に ジ ッ タ 信 号 を 印 加 し て 、 所 望 の 量
の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た 周 期 性 信 号 を 発 生 さ せ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ８ ８ ２ ７ 号 公 報 （ 図 ７ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ２ ４ ２ １ ３ 号 公 報 （ 図 １ 及 び 図 ６ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 図 ８ に 示 す ル ー プ バ ッ ク 試 験 に お い て 、 特 許 文 献 １ と 同 様 に シ リ ア ル デ
ー タ に 直 接 に ジ ッ タ を 印 加 す る 場 合 に は 、 シ リ ア ル デ ー タ は 非 常 に 高 速 で あ る た め 、 高 価
な ジ ッ タ 発 生 装 置 が 必 要 に な る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 技 術 は
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、 周 期 性 信 号 に ジ ッ タ を 印 加 す る 技 術 で あ り 、 時 々 刻 々 と 変 化 す る シ リ ア ル デ ー タ に ジ ッ
タ を 印 加 す る 技 術 で は な い 。 こ の た め 、 こ の よ う な ジ ッ タ 発 生 装 置 を 、 そ の ま ま ル ー プ バ
ッ ク 試 験 に 適 用 す る こ と は で き な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 組 合 せ 試 験 方 法 は 、 第 １ の 周 波 数 を 有 す る 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 を 入 力 し 前 記 第 １
の 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ の 周 波 数 を 有 す る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 第
１ 形 式 の デ ー タ を 第 ２ 形 式 の デ ー タ に 変 換 し 、 該 第 ２ 形 式 の デ ー タ を 前 記 第 ２ ク ロ ッ ク 信
号 に 同 期 し て 出 力 す る デ ー タ 変 換 部 と を 有 す る 送 信 装 置 、 及 び 、 前 記 第 ２ 形 式 の デ ー タ を
受 信 し 、 該 受 信 し た 第 ２ 形 式 の デ ー タ か ら 前 記 第 １ 形 式 の デ ー タ を 再 生 す る デ ー タ 再 生 部
を 有 す る 受 信 装 置 を 組 合 せ 試 験 す る 試 験 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 に 所 定 量 の
ジ ッ タ を 印 加 し て 前 記 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 入 力 し 、 前 記 送 信 装 置 に 入 力 す る 第 １ 形 式 の デ ー タ と
、 前 記 受 信 装 置 で 再 生 さ れ た 第 １ 形 式 の デ ー タ と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 組 合 せ 試 験 方 法 で は 、 第 ２ の 周 波 数 を 有 す る 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 よ り も 周 波 数 が
低 い 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 に ジ ッ タ を 印 加 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 周 波 数 に 対 応 す る デ ー タ レ
ー ト で 送 信 装 置 か ら 出 力 さ れ る 第 ２ 形 式 の デ ー タ に ジ ッ タ を 重 畳 さ せ る 。 従 来 、 デ ー タ レ
ー ト が 高 い デ ー タ に ジ ッ タ を 印 加 す る た め に は 、 高 速 信 号 に 対 応 し た 高 価 な ジ ッ タ 発 生 装
置 を 用 い る 必 要 が あ っ た が 、 本 発 明 で は 、 ジ ッ タ を 印 加 す る 信 号 が 低 速 な 第 １ ク ロ ッ ク 信
号 で あ る た め 、 高 価 な ジ ッ タ 発 生 装 置 は 必 要 と さ れ な い 。 こ の た め 、 所 望 の 量 の ジ ッ タ が
重 畳 さ れ た 第 ２ 形 式 の デ ー タ を 入 力 す る 受 信 装 置 が 、 第 １ 形 式 の デ ー タ を 正 し く 再 生 で き
る か 否 か を 、 簡 易 に 試 験 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 組 合 せ 試 験 方 法 及 び 上 記 方 法 を 具 現 化 し た 試 験 装 置 は 、 第 ２ の 周 波 数 を 有 す る
第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 よ り も 周 波 数 が 低 い 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 に ジ ッ タ を 印 加 す る こ と に よ り 、
第 ２ の 周 波 数 に 対 応 す る デ ー タ レ ー ト で 送 信 装 置 か ら 出 力 さ れ る 第 ２ 形 式 の デ ー タ に ジ ッ
タ を 重 畳 さ せ た め 、 受 信 装 置 が 、 所 望 の 量 の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た 第 ２ 形 式 の デ ー タ に 基 づ
い て 第 １ 形 式 の デ ー タ を 正 し く 再 生 で き る か 否 か を 、 簡 易 に 試 験 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 例 の ル ー プ バ ッ ク 試 験 装 置 を 示 し て い る 。 こ の ル ー プ バ ッ ク
試 験 装 置 １ ０ ０ は 、 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ と 、 パ タ ー ン 発 生 部 １ ０ ２ と 、 パ タ ー ン 比 較
部 １ ０ ３ と 、 モ ニ タ マ ク ロ １ ０ ４ と を 有 す る 。 ル ー プ バ ッ ク 試 験 装 置 １ ０ ０ は 、 送 信 装 置
を 構 成 す る シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ 、 及 び 、 受 信 装 置 を 構 成 す る デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ と 同 じ
半 導 体 装 置 に 内 蔵 さ れ る 。 ル ー プ バ ッ ク 試 験 装 置 １ ０ ０ は 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ と デ シ リ
ア ラ イ ザ １ ０ ６ と を 組 み 合 わ せ た ル ー プ バ ッ ク 試 験 に よ り 、 そ れ ら の 機 能 を 試 験 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 パ タ ー ン 発 生 部 １ ０ ２ は 、 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 信 号 を 発 生 し 、 そ の Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 信 号 を パ ラ レ ル デ ー タ
の テ ス ト パ タ ー ン と し て シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ に 入 力 す る 。 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ は 、 測
定 器 か ら 、 例 え ば ７ ８ ． １ ２ ５ Ｍ Ｈ ｚ の 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ （ 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 ） を
入 力 し 、 そ の 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 、 所 定 量 の ジ ッ タ 、 例 え ば １ ０ ０ ｐ ｓ の ジ ッ タ を
印 加 す る 。 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ は 、 所 定 量 の ジ ッ タ を 複 数 の 周 期 （ 頻 度 ） で 印 加 可 能
で あ る 。 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ が 所 定 量 の ジ ッ タ を 印 加 す る 周 期 は 、 モ ニ タ マ ク ロ １ ０
４ か ら 入 力 す る 制 御 信 号 ｃ ｎ ｔ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ の 構 成 例 を 示 し て い る 。 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ は 、
パ ル ス 発 生 器 １ １ ０ 、 差 動 対 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ 及 び Ｍ ２ 、 直 列 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ 、 差 動 対

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-233933 A 2005.9.2



ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ 及 び Ｍ ５ 、 負 荷 、 定 電 流 源 １ １ ２ と を 有 す る 。 図 ２ に 示 す 構 成 例 で は 負
荷 と し て 抵 抗 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ を 利 用 し た も の を 示 し て い る 。 パ ル ス 発 生 器 １ １ ０ は 、
モ ニ タ マ ク ロ １ ０ ４ か ら 入 力 す る 制 御 信 号 ｃ ｎ ｔ に 基 つ い て 、 組 合 せ 試 験 時 に は 、 例 え ば
１ Ｍ Ｈ ｚ 、 ２ Ｍ Ｈ ｚ 、 ３ Ｍ Ｈ ｚ 、 ４ Ｍ Ｈ ｚ 、 及 び 、 ５ Ｍ Ｈ ｚ の 何 れ か の 周 波 数 の パ ル ス 信
号 を 出 力 し 、 ま た 通 常 動 作 時 に は 一 定 レ ベ ル の 信 号 を 出 力 す る 。 な お 、 パ ル ス 発 生 器 １ １
０ が 出 力 す る パ ル ス 信 号 は ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ が オ フ す る レ ベ ル 以 下 に は な ら な い よ う に 設
定 さ れ る 。
　 差 動 対 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ 及 び Ｍ ２ の ゲ ー ト は 、 そ れ ぞ れ 、 一 対 の 相 補 ク ロ ッ ク 信 号 を 入
力 す る 端 子 Ｔ １ 及 び Ｂ １ に 接 続 さ れ る 。 直 列 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ の ゲ ー ト は 、 パ ル ス 発 生 器
１ １ ０ の 出 力 に 接 続 さ れ る 。 組 合 せ 試 験 時 に お い て は 、 直 列 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ を 流 れ る 電
流 は 、 パ ル ス 発 生 器 １ １ ０ か ら 直 列 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ の ゲ ー ト に 入 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の
レ ベ ル 及 び ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ の 特 性 に 基 つ い て 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 直 列 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ３ を 流 れ る 電 流 が 変 化 す る こ と に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ 及 び Ｍ ２
の 特 性 に 基 づ い て 、 一 対 の 相 補 ク ロ ッ ク 信 号 の 出 力 で あ る 端 子 Ｂ ２ 及 び Ｔ ２ の 出 力 振 幅 が
、 図 ３ に 示 す よ う に 変 化 す る 。 差 動 対 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ 及 び Ｍ ５ の ゲ ー ト は 、 そ れ ぞ れ 一
対 の 相 補 ク ロ ッ ク 信 号 を 入 力 す る 端 子 Ｂ ２ 及 び Ｔ ２ に 接 続 さ れ る 。 差 動 対 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ
４ 及 び Ｍ ５ の ゲ ー ト に 、 図 ３ に 示 す よ う な 振 幅 の 変 化 す る 信 号 が 入 力 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ
Ｍ ４ 及 び Ｍ ５ の 特 性 及 び 振 幅 変 化 の 波 形 な ま り に よ る 遅 延 変 動 に よ り 、 一 対 の 相 補 ク ロ ッ
ク 信 号 の 出 力 端 子 Ｂ ３ 及 び Ｔ ３ の 出 力 は 、 図 ４ に 示 す よ う な ジ ッ タ を 含 ん だ 信 号 と な る （
観 測 さ れ る ジ ッ タ 幅 を 図 ４ の 破 線 波 形 で 示 し て い る ） 。 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ の 構 成 例
に よ り 、 所 定 量 の ジ ッ タ が 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ０ ７ を 有 し 、 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ を 介 し て 入
力 す る 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 基 づ い て 動 作 す る 。 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ は 、 例 え ば ３ １
２ ． ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ の デ ー タ レ ー ト で パ タ ー ン 発 生 部 １ ０ ２ か ら 入 力 す る テ ス ト パ タ ー ン を 、
所 定 の 規 則 で パ ラ レ ル － シ リ ア ル 変 換 し 、 シ リ ア ル デ ー タ 化 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン を 、 例
え ば ２ ． ５ Ｇ ｂ ｐ ｓ の デ ー タ レ ー ト の シ リ ア ル デ ー タ で 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ の 各 部 の 動 作 を タ イ ミ ン グ チ ャ
ー ト で 示 し て い る 。 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ０ ７ は 、 同 図 （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ジ ッ タ 発 生 マ ク
ロ １ ０ １ に よ っ て ジ ッ タ が 印 加 さ れ た 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を 入 力 し 、 例 え ば そ の 基 準
ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を ３ ２ 逓 倍 し た ２ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ の 逓 倍 ク ロ ッ ク 信 号 （ 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号
） を 発 生 す る 。 こ の 逓 倍 ク ロ ッ ク 信 号 に は 、 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 印 加 さ れ た 所 定 量
の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ て い る 。 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ は 、 同 図 （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 パ タ
ー ン 発 生 部 １ ０ ２ か ら 入 力 し た 、 ８ ビ ッ ト の テ ス ト パ タ ー ン を シ リ ア ル デ ー タ に 変 換 し 、
そ の シ リ ア ル デ ー タ を 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ０ ７ が 発 生 し た 逓 倍 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ が 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 印 加 す る 所 定 量 の ジ ッ タ が １ ０ ０
ｐ ｓ で あ る と き 、 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ を 介 し て 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を 入 力 す る Ｐ
Ｌ Ｌ 回 路 １ ０ ７ は 、 １ ０ ０ ｐ ｓ の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た 逓 倍 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 す る 。 シ リ
ア ラ イ ザ １ ０ ５ 内 で は 、 除 去 し き れ な い ジ ッ タ と し て 、 ６ ０ ｐ ｓ 程 度 の ジ ッ タ が 発 生 し て
お り 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ は 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ 内 で 発 生 す る ジ ッ タ （ ６ ０ ｐ ｓ ） に 、
ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ に よ っ て 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 印 加 さ れ た ジ ッ タ （ １ ０ ０ ｐ
ｓ ） を 加 え た １ ６ ０ ｐ ｓ （ ０ ． ４ Ｕ Ｉ ） の ジ ッ タ を 有 す る シ リ ア ル デ ー タ を 出 力 す る 。 ジ
ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ が 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 印 加 す る ジ ッ タ 量 は 、 通 常 の シ リ ア ラ
イ ザ １ ０ ５ 及 び デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の 使 用 態 様 を 考 慮 し て 、 シ リ ア ル デ ー タ に 重 畳 さ れ
る ジ ッ タ が 例 え ば ０ ． ４ Ｕ Ｉ ～ ０ ． ６ Ｕ Ｉ の 範 囲 と な る よ う に 選 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ０ ８ 及 び Ｃ Ｄ Ｒ １ ０ ９ を 有 す る 。 デ シ リ ア ラ イ
ザ １ ０ ６ は 、 シ リ ア ル デ ー タ 化 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン を 、 ２ ． ５ Ｇ ｂ ｐ ｓ の デ ー タ レ ー ト
で 入 力 す る 。 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ は 、 入 力 し た シ リ ア ル デ ー タ を 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５
の パ ラ レ ル － シ リ ア ル 変 換 と は 逆 の 規 則 で シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 し 、 こ の 変 換 に よ っ て
パ ラ レ ル デ ー タ に 戻 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン を 、 ３ １ ２ ． ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ の デ ー タ レ ー ト で 出 力
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ は 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の 各 部 の 動 作 を タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で 示 し て い る 。 デ シ
リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ０ ８ が 発 生 す る ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 、 １ ６ ０ ｐ ｓ
の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た シ リ ア ル デ ー タ を 入 力 す る 。 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ に よ っ て 出 力 さ れ
た シ リ ア ル デ ー タ に は 、 パ ラ レ ル デ ー タ の デ ー タ レ ー ト に 対 応 す る 周 波 数 を 有 す る ク ロ ッ
ク 信 号 が 埋 め 込 ま れ て お り 、 Ｃ Ｄ Ｒ １ ０ ９ は 、 入 力 さ れ た シ リ ア ル デ ー タ か ら 、 埋 め 込 ま
れ た ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｐ を 再 生 す る 。 ま た 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ は 、 入 力 し た シ リ ア
ル デ ー タ を 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ で の パ ラ レ ル － シ リ ア ル 変 換 と は 逆 の 規 則 で シ リ ア ル －
パ ラ レ ル 変 換 し 、 こ の 変 換 に よ り 得 ら れ た パ ラ レ ル デ ー タ で あ る テ ス ト パ タ ー ン を 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 パ タ ー ン 比 較 部 １ ０ ３ に は 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ で シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 に よ っ て
再 生 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン が 入 力 さ れ る 。 パ タ ー ン 比 較 部 １ ０ ３ は 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０
６ に よ っ て 再 生 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン と 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ に 入 力 さ れ た テ ス ト パ タ ー
ン 、 即 ち パ タ ー ン 発 生 部 １ ０ ２ か ら 入 力 さ れ た テ ス ト パ タ ー ン と を 比 較 し 、 両 者 が 一 致 す
る か 否 か に よ っ て ビ ッ ト エ ラ ー 発 生 の 有 無 を 判 定 す る 。 パ タ ー ン 比 較 部 １ ０ ３ は 、 外 部 に
、 ビ ッ ト エ ラ ー が 発 生 し な い と き に は テ ス ト 結 果 Ｐ ａ ｓ ｓ を 出 力 し 、 ビ ッ ト エ ラ ー が 発 生
し た と き に は テ ス ト 結 果 Ｆ ａ ｉ ｌ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 モ ニ タ マ ク ロ １ ０ ４ は 、 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ に 対 し て 制 御 信 号 ｃ ｎ ｔ を 送 信 し 、 シ
リ ア ル デ ー タ に 、 所 定 量 の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ る 頻 度 を 制 御 す る 。 モ ニ タ マ ク ロ １ ０ ４ は 、
基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に ジ ッ タ が 印 加 さ れ る 周 期 と 、 そ の 周 期 で ジ ッ タ を 印 加 し た 際 の
テ ス ト 結 果 （ Ｐ ａ ｓ ｓ 又 は Ｆ ａ ｉ ｌ ） と を 対 応 付 け て 測 定 器 に 出 力 す る 。 ル ー プ バ ッ ク 試
験 装 置 １ ０ ０ で は 、 モ ニ タ マ ク ロ １ ０ ４ が 送 信 す る 制 御 信 号 に よ っ て 、 例 え ば 基 準 ク ロ ッ
ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に ジ ッ タ を 印 加 す る 周 期 を １ Ｍ Ｈ ｚ 、 ２ Ｍ Ｈ ｚ 、 ・ ・ ・ と 徐 々 に 増 や し て い
き 、 ジ ッ タ 印 加 の 各 周 期 で 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ が 正 し く テ ス ト パ タ ー ン を 再 生 で き る
か 否 か を テ ス ト し 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の ジ ッ タ 耐 量 を 評 価 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 例 で は 、 所 定 量 の ジ ッ タ を 印 加 し た 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １
０ ７ に 入 力 し て 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ が 出 力 す る シ リ ア ル デ ー タ に 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５
内 で 発 生 す る 除 去 し き れ な い ジ ッ タ を 超 え る 所 望 の 量 の ジ ッ タ を 重 畳 さ せ て い る 。 一 般 に
、 デ ー タ レ ー ト が 高 い 高 速 信 号 に ジ ッ タ を 印 加 す る 場 合 に は 、 高 速 信 号 に 対 応 し た 高 価 な
測 定 器 や ジ ッ タ 発 生 装 置 が 必 要 で あ る 。 本 実 施 形 態 例 で は 、 例 え ば ７ ８ ． １ ２ ５ Ｍ Ｈ ｚ と
、 シ リ ア ル デ ー タ に 比 し て 低 速 な 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に ジ ッ タ を 印 加 す る 構 成 を 採 用
し て い る た め 、 高 速 な 信 号 に 対 応 し た 測 定 器 や ジ ッ タ 発 生 装 置 を 必 要 と す る こ と な く 、 シ
リ ア ル デ ー タ に 所 望 の ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た 状 態 で 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ 及 び デ シ リ ア ラ イ
ザ １ ０ ６ を ル ー プ バ ッ ク 試 験 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ル ー プ バ ッ ク 試 験 装 置 １ ０ ０ を Ｌ
Ｓ Ｉ 等 の 半 導 体 装 置 に 内 蔵 し た た め 、 既 存 の 測 定 器 や Ｌ Ｓ Ｉ テ ス タ 等 を 使 用 す る こ と が で
き 、 特 殊 な 測 定 器 や Ｌ Ｓ Ｉ テ ス タ を 必 要 と し な い と い う 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 シ リ ア ル デ ー タ に 重 畳 さ れ る ジ ッ タ の 周 波 数 帯 １ Ｍ Ｈ ｚ ～ ５ Ｍ Ｈ ｚ は 、 デ シ リ
ア ラ イ ザ １ ０ ６ の Ｃ Ｄ Ｒ １ ０ ９ の 追 従 特 性 か ら す る と 追 従 す る こ と が 困 難 な 周 波 数 帯 で あ
り 、 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の ジ ッ タ 耐 量 評 価 に お い て 重 要 な 周 波 数 領 域 で あ る 。 従 来 、 こ
の 周 波 数 帯 の ジ ッ タ に 対 す る デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の ジ ッ タ 耐 量 を 評 価 す る た め に は 、 １
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Ｍ Ｈ ｚ ～ ５ Ｍ Ｈ ｚ の 周 期 で ジ ッ タ が 重 畳 さ れ た シ リ ア ル デ ー タ を 発 生 さ せ る 高 速 な パ タ ー
ン ジ ェ ネ レ ー タ が 必 要 で あ り 、 こ の パ タ ー ン ジ ェ ネ レ ー タ は 高 価 で あ る と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 例 で は 、 モ ニ タ マ ク ロ １ ０ ４ が 、 送 信 す る 制 御 信 号 ｃ ｎ ｔ に よ っ て 、 基 準 ク
ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に ジ ッ タ を 印 加 す る 周 期 を 制 御 し 、 ジ ッ タ 印 加 の 各 周 期 に つ い て 、 デ シ
リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ が 正 し く テ ス ト パ タ ー ン を 再 生 で き る か 否 か を テ ス ト し て い る 。 本 実 施
形 態 例 で は 基 準 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に ジ ッ タ を 印 加 し て シ リ ア ル デ ー タ に ジ ッ タ を 重 畳 さ
せ て い る た め 、 １ Ｍ Ｈ ｚ ～ ５ Ｍ Ｈ ｚ の 周 波 数 帯 の ジ ッ タ に 対 す る デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の
ジ ッ タ 耐 量 評 価 を 、 簡 易 に 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 例 え ば デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の
ジ ッ タ 耐 量 を 顧 客 に 対 し て デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン す る 際 に 、 高 価 な パ タ ー ン ジ ェ ネ レ ー タ
等 を 用 意 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 例 で は 、 シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ 及 び デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ が 同 じ 半 導
体 装 置 に 搭 載 さ れ 、 組 合 せ 試 験 が 、 ル ー プ バ ッ ク 試 験 と し て 構 成 さ れ る 例 に つ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 の 組 合 せ 試 験 は 、 ル ー プ バ ッ ク 試 験 と し て 構 成 さ れ て な く て も よ く 、 あ る 半
導 体 装 置 に 搭 載 さ れ る シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ と 、 そ の 半 導 体 装 置 と は 異 な る 半 導 体 装 置 に 搭
載 さ れ る デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ と を 組 み 合 わ せ て 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 形 態 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 組 合 せ 試 験 方 法
及 び 試 験 装 置 は 、 上 記 実 施 形 態 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 例 の 構 成
か ら 種 々 の 修 正 及 び 変 更 を 施 し た も の も 、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 例 の 組 合 せ 試 験 装 置 に よ る ル ー プ バ ッ ク 試 験 の 様 子 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ １ ０ １ の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｔ ２ 及 び Ｂ ２ の 信 号 波 形 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｔ ３ 及 び Ｂ ３ の 信 号 波 形 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ５ の 各 部 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン
グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 デ シ リ ア ラ イ ザ １ ０ ６ の 各 部 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 ２ つ の 半 導 体 装 置 の 間 の シ リ ア ル 伝 送 の 様 子 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 送 受 信 装 置 ２ ０ ４ （ 又 は ２ ０ ５ ） の ル ー プ バ ッ ク 試 験 の 様 子 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０ ０ ： ル ー プ バ ッ ク テ ス ト 装 置
１ ０ １ ： ジ ッ タ 発 生 マ ク ロ
１ ０ ２ ： パ タ ー ン 発 生 部
１ ０ ３ ： パ タ ー ン 比 較 部
１ ０ ４ ： モ ニ タ マ ク ロ
１ ０ ５ ： シ リ ア ラ イ ザ
１ ０ ６ ： デ シ リ ア ラ イ ザ
１ ０ ７ 、 １ ０ ８ ： Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
１ ０ ９ ： Ｃ Ｄ Ｒ
１ １ ０ ： パ ル ス 発 生 器
１ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ ： 抵 抗
１ １ ２ ： 定 電 流 源
Ｍ １ ～ Ｍ ５ ： ト ラ ン ジ ス タ
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２ ０ １ 、 ２ ０ ２ ： 半 導 体 装 置
２ ０ ３ ： 伝 送 路
２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ ： 送 受 信 装 置
２ １ ０ ： シ リ ア ラ イ ザ
２ １ １ ： Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
２ ２ ０ ： デ シ リ ア ラ イ ザ
２ ２ １ ： Ｃ Ｄ Ｒ
２ ３ １ ： パ タ ー ン 発 生 部
２ ３ ２ ： パ タ ー ン 比 較 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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